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   夜間中学について考える 

 
 

代表 皆倉 宣之 

 

  4月18日、千葉市に公立の夜間中学校が開校しま

した。名称は「千葉市立真砂中学校かがやき分校」で

す。当日は10代から60代の新入生38人が入学。この

うちの28人が外国籍で、日本語の指導員のサポート

を受けながら学ぶことになっています。 

  ところで、2020年の国勢調査によりますと、未就学

者（小中学校どちらにも在学したことがない、小学校を

中退した）は約9万4000人、中学校を卒業していない

人は約80万4000人に上りました。文科省ではこの約

90万人を潜在的な入学希望者として捉え、ニーズの

掘り起こしを図ろうとしています。 

  千葉市の事例からは外国籍の生徒のニーズが多い

と言うことが分かります。少子化で外国人労働者の受

け入れの促進が取り沙汰される中、ますますこの状況

は加速することでしょう。国を挙げて「共生社会」や「多

文化主義」という言葉が語られていますが、それを実現 

 

 
 

するための具体化を迫られている一つが夜間中学校

だとも言えます。しかし、中東などのイスラム圏からの移

民者も多いと言うことは、先ずは日本語教育から取り

組む必要があり、多くの努力が要求されます。 

  ここで注意すべきは、「自主夜間中学」との関連です。

公立と自主という決定的違いは当然ですが、それ以外

にいろいろなハンディーを抱えていて、公立で救われな

い人たちがいると言う事実です。つまり自主夜間中学

が依然として必要だと言うことです。それゆえ、公立で

学べない人たちの学び場をもっと広げる取り組みが要

請されます。それには居場所や学ぶための資料などが

必要となります。その需要を満たす社会教育施設とし

ての図書館や公民館が、そういう人たちにとってもっと

利用されやすいように、配慮される 

必要があるのではないでしょうか。 

私たちの会ではそういう意味を 

込めて、美浜区で活動中の 

「ちば自主夜間中学」で必要としている 

外国籍の方々に関連する本を、 

古本市で得られた寄付を使って、 

美浜図書館に所蔵してもらえる 

ようにしました 

（72号p６・本号p12参照）。 
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リニューアルオープンした 
花見川図書館を見学しましょう！ 

（図書館休館日に見学します） 
日時：6月15日（木）10時～11時半 
会場：花見川図書館 
要申込み 
メール  furenzu2021☆ gmail.com 
（☆を＠に変えてください） 

 

中央図書館長と語る会のお知らせ 
日時：6月5日（月）13時半～15時半 

会場：千葉市中央図書館 会議室 

要申込み： 

メール  furenzu2021☆gmail.com 

（☆を＠に変えてください） 
 

読書会 「俳句の本を読む」（第65回） 

日時：2023年6月11日（日） 14時～16時 

会場：千葉市中央図書館 グループ研修室 

課題本：『俳句いまむかし』 

坪内 稔典（毎日新聞出版）2020.8出版 

千葉市図書館に３冊所蔵 
(前回の報告は 8頁) 

 

mailto:メール%20%20furenzu2021@gmail.com
mailto:メール%20%20furenzu2021@gmail.com
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佐久間館長に目録を手渡す皆倉代表 

最初に皆倉代表が、少子高齢化、財政逼迫の状況

の中で、市民の望むよりよい図書館のために、どのよう

に活動をしていくのがよいかを考えていきたい。コロナ

が落ち着いた今年度は様々な行事を行い、会員を増や

す工夫もしていきたいと挨拶しました。 

続いて、今年度着任された佐久間中央図書館長よ

り、コロナ前の活気ある図書館にもどしていくためにご

支援を賜りたいとのご挨拶をいただきました。 

この後、代表の皆倉が古本市でご協力いただいた

募金によって購入した寄贈本の目録を館長に贈呈しま

した。 

 

【議事】 

議長に○○氏、書記に○○氏を選出した。 

＜第1号議案 2022年度活動報告＞ 

４/29 古本市、今年度より直接本を寄贈 

7/7 要望書提出「若葉図書館建替え、移転について」 

12/16 あ・し・た図書館 「社会教育における図書館

と公民館を考えるー長澤成次氏（千葉大学名誉教

授）を囲んでー」 

<第２号議案 2022年度決算報告・会計監査報告> 

<第３号議案 ２０２3年度活動計画(案)> 

<第４号議案 ２０２3年度予算(案)> 

 

【質問・意見】第３、４号議案の説明後、意見や質問

があった 

・活動方針「市民と図書館との交流の場をつくる」につ

いて、「現在千葉市の図書館は非常勤職員が多く、 

 

期限付きの会計年度任用職員制度のもとで働いて

いる。経験を積んでも活かしていくことが難しい状況

にある。また正規職員には有資格者が非常に少ない。

このような状況に置かれていることをよく知って交流

を進めてほしい。」との意見があった。 

・「市民と図書館との交流の場をつくる」ために実際に、

どんなことをしているのかとの質問に、古本市をあげ

た。「市民から提供していただいた本を図書館に保

管してもらっているが、これも交流の中で実現した。

数回の運び込み等、約半年前から準備をする中で

図書館職員と様々なやり取りをする。こういった一連

のことが図書館との交流の場となっているのではな

いか。」と説明した。 

・若葉図書館の建替えについての説明会に出たが、住

民の意見を聞いてもらえる形での会ではなかった。

これから具体的に進めていくにあたり行政は意見を

よく聞いてほしい。 

<第５号議案 役員・運営委員候補者＞ 

以上、第１号議案から第５号議案まで承認された。 

 

 

図書館への希望 

・スマホばかりで調べる孫に本で調べることを知って 

もらいたいと一緒に図書館にでかけ、「オーストラリア

の湿地帯」についてレファレンスをお願いした。 

ところが、「湿地帯がきれいなところ」と説明しても、１

０年くらい前のシドニーやメルボルンのような大都市

の観光地のガイドブックだったり、子どもには難しいオ 
 

 
 

セアニアについての辞書のような厚い本だったり、子

どもが読める適切な本の紹介はなかった。孫に「もう

スマホでいい」と言われてしまい残念だった。 

・みずほハスの花図書館は中央図書館の分館としてき

ちんと機能しているか。在り方を一度検証すべきでは

ないか。 

2023年度総会報告   
日時：2023年 4 月 8日（土）13時～15時  

会場：千葉市生涯学習センター小ホーㇽ 

出席者：26名 

 
 

 

 

 

代表 皆倉宣之  事務局 ○○  

会計 ○○    ○○ 

運営委員  ○○  ○○   ○○ 

【フリートーク】 

フリートークの前に、千葉市図書館の正規職員の司書数がいかに少ないかを資料で説明した。 

千葉市は司書率21.5%で千葉県内大規模都市(人口１０万人以上)では最下位。政令指定都市（20市）の

図書館で１８番目。（会報72号3ページ参照）あまりの低さに会場から驚きの声が出た。今年度は例年に比べ

出席者が多く、日頃図書館を利用し感じていること、会への要望など様々な意見が出された。 

 

あまりの低さに会場から驚きの声が出た。 
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・宮沢賢治の絵本が探せず、カウンターで聞いたところ

分からないと言われた。そこで絵本のある場所を尋ね

ると、この辺だと案内はしてくれたが、利用者が目指す

資料に行きつけたかどうかを見届けることはなかった。 

・自分で読んだ本について誰かと意見を交換してみた

くなる。そういった時に読書会のような場があったら

嬉しい。 

・「としょかんふれんず千葉市」の主催している読書会

に参加しているが、自分一人で読んだのでは気が付

かない事を知ることができ大変楽しい。 

・かつて千葉県立図書館職員に参加を依頼し実現し

た読書会は本を深く読むことを教えてもらえ、大変良

い経験になった。読書会には職員の力量や情熱が

必要。 

・現在公民館で読書会を主宰しているが、立ち上げる

際に職員が広報や数回参加し協力してくれた。図書

館職員にも是非協力してほしい。 

・よく利用する図書館の経験を積んだ熱心な児童担当

の職員がいたが、全く畑の違う部署に異動した。頼

りにしていただけに残念だ。図書館の間での異動や

希望を出せば図書館に戻れると聞いているが。 

・美浜区のガーデンタウンでは移動図書館を利用する

高齢者が増えた。身近なところに図書館が必要。 

会への期待 

・「議員との交流を図る」とあるが、行政は議員の声に

敏感であるから、日ごろから議員と接触し、つながり

を持つとよいと思う。 

・会のイベントを新聞社に出向いてPRをしたらどうか。

会の存在を広く市民に知ってもらうよい機会となり、

会員獲得にもつながるのではないか。 

・古本市に昨年協力者として参加しそのまま入会した。

本を通して高校生とも交流でき大変楽しかった。 

司書率が100％という浦安図書館とは 

・司書率100％という数字に驚いた。浦安図書館とは

どういう図書館かという問いに「実際に行ってみると

分かると思うが、職員がカウンター内で立ったまま控

えており、入館するとなんでも聞いてくださいという

雰囲気が伝わってくる。ツイッターでの市民への情

報提供も多く、図書館からの発信力が際立っている。

今年度館長が退職し、副館長が引き継いだが、どの

職員も司書としての経験を積み重ねているので、館

長が代わっても変わらずサービスを継続していける

力がある。」等と答えた。（詳細は会報６６号講演録

「浦安市立図書館の現在
い ま

とこれから」を参照） 

 （石原啓子） 

                       

2023年度総会の後会場を同じくして、大人のための朗読会を開催しました 
 

－朗読をたのしむ－ 
日時 4月 8日（土）15時 15分～16時 15分 参加者 35名 

朗読作品 
       「おーい、でてこーい」 星 新一 作 
       「やまなし」  宮沢賢治 作 

「じねんじょ」 三浦哲郎 作 
 
千葉市図書館では子どものためのおはなし会や読み聞かせ会は 

開催されていますが、大人のための「朗読会」の開催はありません。 

そこでこのたび私たちの会員で、東京での「朗読の会」に長年参加 

されている方、また、素話の勉強をしているが「ある本」をきっかけに 

「朗読」の魅力に惹かれ千葉市で「朗読の会」に参加されるように 

なられた方。この方たちの助言を得て朗読会を企画しました。 

「声に出して本を読む。それは、本が持つ本当の面白さと出会うこと」 

「朗読はイメージに始まりイメージに終わる」「聴き手に伝えなくては 

いけないのは読み手の気持ちではなく作者や登場人物の気持ち」な 

どなど。これは出演者がきっかけとなった本『花もて語れ』※に書かれ 

ている一文です。 

  出演者を交え総会に予定していた会場で照明、スクリーンの影像、 

マイクの調節など、数回のリハーサルを経て、「おはなし会」や「読み 

聞かせ会」とは違う影像のセレクト、プログラムの作成に至りました。 

 お陰様で終了後のアンケートには「朗読会は初めて聴きました。 

お三方ともとても素敵で、どのお話もひきこまれました。スクリーンも 

工夫があってお話のイメージと合っていて、すてきな空間をつくってい 

ました。」など、たくさんの嬉しい感想をいただきました。 
※『花もて語れ』片山ユキヲ・東 百道/著 小学館   （運営委員） 

作者・作品紹介 

『おーい、でてこーい』（講談社）星新一

（1926～1997）作者は生涯にわたり 1000 編

以上のショートショートを発表。この作品

の発表当時（1958）公害という言葉も概念

も無く、後に公害問題と結び付けられるこ

とでショートショートの面白さが損なわれ

るのではと嘆いたとか。本人は「寓話作家」

と呼ばれることを好んだ。亡くなったあと

1998 年日本 SF 大賞特別賞を受賞。 

『やまなし』宮沢賢治（1896～1933） 

この童話は 1923 年新聞に掲載された作

品。『雪渡り』（1921 年『愛国婦人』誌）に

ついで生前発表された数少ない童話の一

つ。 

「じねんじょ」三浦哲郎（1931～2010） 

1991 年発表『みちづれ』に収められた短

編の一つ。『忍ぶ川』（1961）『繭子ひとり』

（1965）『ユタとふしぎな仲間たち』（1971）

など作品多数。 
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【令和5年度予算及び事業計画(案)について】 

令和５年度当初予算 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中央図書館維持管理費には、会計年度任用職員人件費（地区図 

書館分を含む）、オンラインデータベース導入の費用が含まれる 

 

〈主要事業とその予算〉 

（1）電子書籍整備                   8,282千円 

（2）地域情報サービス提供事業        2,921千円 

（3）市民インタビューによる記憶の保存  2,749千円 

（4）レファレンス機能の充実（オンラインデータベース導入）                           

2,142千円 

              

〈意見・質問〉   委…協議会委員  図…図書館 

     ◆資料整備費・システム関係費 

図：資料整備費は前年比ほぼ横ばい。 

委：ほぼ横ばいではあるが、約３０万円減という数字は大

きい。中央図書館の資料整備費は確かに増えている

が、地区図書館は減少している。 

図：地区図書館で買えないものがあっても市全体で捉え、

合同で選書をしている。 

委：図書館システム関係費が大幅に増加しているが、具

体的な使途と内容は？ 

図：令和４年度に図書館システムの更新を行った。半導体

不足を受けてパソコン周辺機器が高騰し、それに伴い

システム機器の賃貸借費用やシステム保守作業の人

件費が高騰したため増となった。 

委：システム契約期間中にリース料は毎年上がるのか。 

図：５年契約となっており、毎年上がることはなく、概ねこの

金額で推移していく方向。 

 

     ◆電子書籍整備 

委：電子書籍整備8,282千円は資料整備費に含まれるの

か。 

図：電子書籍整備費の内訳はクラウド使用料が1,848千

円、コンテンツ使用料が6,434千円で、紙の資料とと

もに資料整備費に含まれる。 

委：子どもの読書活動の推進に電子書籍はそぐわないの

ではないか。 

図：紙の本も大切だが、小・中学校では1人1台端末（ギ

ガタブ）が配布されているので、子どもたちが電子書

籍を活用できるようなことを考えている。 

委：利用状況は？ 

図：貸出はビジネスパーソン、50代くらいが多い。予約・閲

覧は6～１２歳が最も多く、次いで４０代。今まで図書館

に来館していないような人の利用がある。今年度から

児童書の読み放題を導入し、ギガタブをどんどん使っ

ていただいたことも考えられる。 

     

      ◆オーラルヒストリー 

（当事者・関係者の証言・口述による歴史資料） 

委：進捗状況と今後のテーマ設定の方向性は？ 

図：今年度は計画通り、委託にて１０件、ボランティアの活

用にて１件作成、デジタル化して公開している。今後の

テーマは庁内関係課に照会しながら然るべき時に考

えていきたい。 

 

◆オンラインデータベース導入にあたって 

委：オンラインデータベースが導入されることになりよかっ

た。それは、市民が使うことができるのか、それとも職

員のレファレンス用か。 

図：市民も利用できる形で運用を考えている。 

委：地区図書館でも利用できるのか。 

図：中央図書館のみで地区図書館では利用できない。 

 

       ◆図書館職員の資格 

委:デジタル・アーキビスト等の専門人材はどのように養

成するのか。 

図：市役所内には資格取得支援制度があり、そのメニュー

にデジタル・アーキビストが入っている。資格を取りた

いと申請し、それに合格すると支援金が出る仕組み。 

委：千葉市図書館は正規職員の司書率が低い。市全体で

資格を持つ人の掘り起こしができないか。 

図：市には職員人材公募制度があり、希望する職務にチャ

レンジできる。司書資格を持っている図書館以外の職

令和４年度第２回千葉市図書館協議会  

2023年3月15日（水） 10：00～11：30  

千葉市消費生活センター3F研修講義室 

協議会委員７名（欠席３名） 図書館職員１１名 傍聴１０名 

 

傍聴記 
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員が、図書館で働くためにその制度を利用することも

できる。 

委：就職氷河期世代の公募など、新しく正規雇用の司書

職を増やすことや、会計年度任用職員を正規職員に

採用するというようなことは考えているか。 

図：現況は行政職採用で図書館に配属しており、司書資

格取得支援や司書資格を有した職員を図書館に配属

することで対応している。 

 

【（仮称）千葉市図書館地域情報アーカイブ化計画（構成

案）について】 

〈策定の主旨〉 

図書館ビジョン2040が示す「知の循環をつくり、未来

へつなぐ知を生み出す「知の拠点」」の実現に向け、「地

域資料のアーカイブ化」を計画的に推進するための指針

として策定する。 

〈今後の予定〉 

本協議会での意見により計画の修正等について検討。

同時に庁内関係課と協議調整し、７月予定の図書館協議

会で説明し策定する。 

 

計画案については以下のような質問があった。 

委：実施機関は中央図書館情報資料課とあるが、課の中

に新たな部署を立ち上げるのか。 

図：専任の部署は作らず、課内既存の「調査班」が中心に

なって進めていく。 

委：資料のデジタル化にあたっての民間機能やボランティ

アの活用とは？ 

図：全て民間業者にやってもらっている。ボランティアにつ

いて今年度は、生涯学習センターのボランティアにテ

ープおこしをやってもらった。 

 

 

さらに計画案への具体的な提案が各委員から挙がった。 

・知の発掘収集は、例えば大学の研究室とタイアップして

はどうか。 

・アーカイブ化には千葉市の広報広聴課にも協力してもら

ってはどうか。また、作業を進めていく上で大切なバック

アップの仕方も含めて事業計画を進めてほしい。 

・中央図書館情報資料課だけでなく、各地区図書館や分

館とも連携してやってほしい。 

・県立図書館にも千葉市の歴史的な資料があると思うの

で連携が必要。 

・著作権はじめ権利関係もきちんと押さえる必要がある。 

 

最後に、花見川図書館こてはし台公民館及びこてはし

台連絡所が２０２３年４月２１日にリニューアルオープンす

ることと、緑図書館空調設備改修工事が終了し３月７日に

通常開館したことが報告された。 

また委員から、５月に新型コロナウイルス感染症が５類

感染症に移行にするにあたり、中央図書館グループ研修

室や団体室が利用できるようになるのかとの質問があっ

た。図書館は、おはなしの部屋は既に開いている、グルー

プ学習室、グループ研修室、団体室については再開する

方向で検討していると答えた。 

 

事業計画やアーカイブ計画案には委員から具体的な

質問や提案が多く挙げられた。これらを協議会での発言

に留めることなく反映させてほしい。特に地域資料の収集

や記録は図書館が中心となって行い、その手法を積み重

ね、市民が活用したくなる 

情報や資料を残すことが 

望まれる。 （運営委員） 

                     千葉市図書館人事  

◆中央図書館  図書館長              佐久間 仁央 （生涯学習部文化財課長） 

        管理課長              真田 賢一   （緑図書館長） 

管理課長補佐            坂入 修一  （中央区役所保健福祉センターこども家庭課長補佐） 

◆稲毛図書館・花見川図書館 図書館長兼務  湯川 和光   （稲毛図書館長）  

◆若葉図書館  図書館長               及川 朗     （保健所総務課長）  

◆緑図書館長  図書館長             市川 康次   （美浜区役所保健福祉センター高齢障害支援課担当

課長・介護保険室長兼務） 

◆みやこ図書館 副館長                 児玉 隆一  （中央図書館管理課長補佐） 

         

            新任のみ掲載（ ）は前任部署  令和 5年 4月１日 千葉市ホームページ「人事発令」より 
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✿「チャリティー古本市」と名称を変え✿ 

昨年度までは「古本市」でしたが、今年度から「チャ

リティー古本市」と名称を変え、参加者からの募金で

書籍を購入して、図書館に寄贈するという趣旨での開

催となりました。 

 

✿総勢33名で会場設営✿ 

当日は朝9時から、会員及び 

そのご家族、チラシを見て 

ボランティアに参加して下 

さった一般の方、そして 

桜林高校ボランティア部 

の学生と先生方、総勢 

33名で若手のパワー 

に圧倒されながら老若男女 

力を合わせて地下から本 

を運び会場設営、展示準備 

を行いました。 

 

 

 

  

✿10時半より整理券の配布✿ 

多くの方々が早くから集まって開催を待っていたの

で、10時半より整理券とチャリティー古本市の趣旨を

伝えるプリントの配布を始めました。 

✿提供していただいた本が新しい読者へ✿ 

  入り口から文庫本、新書、絵本、児童書、漫画、趣味、 

  辞書や専門書、中央に文芸書と分けて配置しました。 

11時から入場を開始。滞在時間を15分以内とし, 

混雑状況を見ながら入ってもらいました。 

本の持ち帰りはひとり１０冊です。 

                 協力者と来場者が楽しそうに 

会話をしていたり薦めた 

本を笑顔で喜んで持ち 

帰る子どもたちが 

いたりして、本は新し 

い読者を得て、和や 

かな雰囲気の中で 

行なわれていきました。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿募金も新しい本として次の読者へ✿ 

    選び終わった本は出口で冊数を数えて募

金をお願いしました。 募金の際に「年金生

活者だから、ほんの気持ちだけ」と言われる

人や「お財布を忘れたので、ちょっと待って

いてください」と言って出口に本を預けてお

財布を取りにいく若い人もいました。また「欲

しい本がなかったが募金だけ」という人もお

り、そのご厚意には頭が下がりました。 

中には募金で新たに本を購入し図書館

に寄贈するという趣旨 

を理解いただけなか 

ったのか、本だけ持っ 

て帰られる人も何人 

かいました。 

毎回さまざまな人が 

来場する古本市です。 

 

第 15回チャリティー 
古 本 市 

 

日時 ２０２３年４月２２日（土） 

１１時～１５時１５分 

会場 千葉市生涯学習センター  

アトリウムガーデン 

来場者  ２８２名    

本の冊数 １，９６５ 冊 

募金額 １０１，０１４ 円 
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お母さんにお気に入りの絵本を 

読んでもらえず、会場で寝っ転がって

しまった幼い子。 

思わず「おばさんがよんでもいい？」

と声をかけるとすぐに起き上がり 

一緒に絵本を指さしながら笑顔に。 

聞き終わるとその絵本を小脇に 

かかえて満足そうに出口へと 

歩いて行きました。 

 

 

✿ボランティア部の高校生と図書館見学✿ 

今年度もボランティアに参加してくれた高校生と中

央図書館の見学をしました。児童フロアでは図書館の

方から「おはなしのへや」の中の説明を受け、天井の

星座が映し出されると学生たちは感激！ 

2階新聞のコーナーでは生まれた年月日の新聞縮刷

版を出してもらい、スポーツ欄の清原の記事を見て先

生が説明をされていました。高校生が生まれたころに

清原が引退したのでしょうか。今、同世代の清原ジュニ

アが高校野球で活躍しています。それを聞いて学生は

納得！図書館を是非好きになってほしいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿多くの皆様の協力を得て✿         

開催にあたり、会員や一般の方々のご協力を得てた

くさんの本を集めることができました。また中央図書館

の方々にも本の保管場所や会場の準備に際しいろい

ろご協力いただきました。 

皆様本当にありがとうございました。 

「としょかんふれんず千葉市」は図書館を知り、使い、

支援することをモットーとして活動しています。少しでも

多くの方に理解していただくことが一番の願いです。そ

して多くの方に会員になっていただき図書館を支援し

ていきたいと切に願っています。 

そのような中で今回のチャリティー古本市で2名の

方が会員になって下さったことは大変嬉しいことでした。 

（運営委員） 

 

 

 

 

 

出口で冊数を数える際、 

２～３歳の女の子が自分の 

気に入った絵本を取られたく

ないと、しっかり抱きしめて 

持っていた姿が 

微笑ましかった。 

 

会場を後にした親子４人。 

お母さんの言葉が聞こえて 

きました。 

「これで１年分だね、 

しかもめっちゃいい本 

だったね」 

 

 来場者との会話が楽しかっ

た。来場者から専門的な話を聞

けて感慨深いものがあった。 

少しの時間の中でも本を通じ

て、お互いに充実した時間が 

持てた。 

 

 

 

 

✿参加者の声✿ 

 



73－8 

 

 

       地域から  

公民館図書室としての役割 

生浜公民館図書室 ○○○○ 
 

生浜公民館は、JR 内房線の浜野駅から徒歩２０分ほどの場所に位置し、周辺は住宅と田んぼに囲まれています。

駅からの距離はありますが、近くにあるバス停（下宿）までは徒歩５分ほどです。少し歩けば生実藩の史跡が多く点

在し、歴史ある地域です。公民館は平成３年に今の場所へ移転していますが、移転前は移動図書館が来ていたと、

当時を知る利用者の方から伺いました。図書室は平成４年にみやこ図書館生浜分館としてスタートし、翌年には公

民館図書室に組織が移り現在に至ります。 

現在も長く愛用いただいている図書が多くありますが、さすがに絵本は傷んできていますので、ここ数年は定番の

絵本の買い替えをすすめています。古くて汚れが目立つ絵本は、買い替えを行うことでより利用が増えると実感して

います。また、公民館で活動をしているクラブ・サークルの学習支援となる図書の購入も積極的に行っています。選

書にあたっては、陶芸や絵画などの専門分野は職員による選定が難しいため、毎年登録団体にアンケートを行い、

購入希望図書をあげていただいています。さらに、主催事業では講座の関連図書を展示しブックリストの配付を行

って図書活用の促進を、やさい市では、除籍した料理関係雑誌の無償譲渡を行い、資料の有効活用を図っています。 

このように、公民館が地域に密着した学習の場であることを踏まえて、図書室でもその役割の一端を担えるよう

取り組んでいます。 
 

 
読書会報告 「俳句の本を読む」第 64回 
課題本：『俳句いまむかし』 

坪内 稔典/著 （毎日新聞出版） 
日時：2023年4月9日 （日） １４時～１６時 
会場：稲毛保健福祉センター 大会議室   参加者10名 
 

〈沈船を篤き鬱とし春の海 馬場駿吉〉（1932～）作者は医者であり美術評論

家、中学生の時終戦。これは戦時中沈んだ船か。4月6日この句のように宮古島で

自衛隊のヘリコプターが海の中へ。今年の春の海も辛い。 

〈春の海終日
ひ ね も す

のたりのたりかな 与謝蕪村〉（１７１６～1784）この春の海は京都

丹後半島与謝の海。天橋立を望むそこは若くして亡くなった母親のふるさと。「の

たりのたり」という擬態語で春の海を絵画的に見事に表現したと著者。 

〈つばくらめ空青ければ喉赤き 細谷喨々〉（1948～）喨々は小児科医。祖父・

父も医者。祖父は遊び人で自分の専門は「内科、殊に花柳病」と言っていたとか。

父親からは「小児科は多忙と貧乏がついて回るがいいか」といわれたそうだ。か

つて、この読書会で著書『生きるために、一句』（講談社）を読み合った。 

〈大和路の宮もわら屋もつばめかな 与謝蕪村〉この句は平安時代の歌人、盲目

の琵琶の名手、蝉丸の歌（新古今集）を踏んでいると著者。つばめは水稲の穀物を食べ

ないで害虫を食べるので昔から大切にされてきた益鳥。立派な宮殿にも粗末な藁屋にも燕の巣があると詠んだのか。                   

 〈車にも仰臥という死春の月 高野ムツオ〉（1947～）宮城県出身の作者。2011年3月11日、東日本大震災での状

況を詠んだ句。車はあちこち仰向けになったり横倒しになったり、あまりに大きな震災禍。著者は正岡子規の『仰臥漫録』

を連想するとあるが疑問。 

〈春の月さはらば雫
しずく

たりぬべし 小林一茶〉（1763～1828）歳時記によれば「秋の月はさやけきを賞で、春の月は朧な

るを賞づ」とある。著者は「春の月はおぼろ月、水分をたっぷり含んで膨れている感じ。触ると雫がしたたるに違いない。

一茶の言い方に同感する」と記す。 

〈春昼の冷蔵庫より黒き汁 照井翠〉（1962～）この句も東日本大震災を詠んだもの。作者は花巻市出身。高校の国

語教師。著書『釜石の風』によって津波に襲われた冷蔵庫と分かったとのこと。 

〈妻抱かな春昼の砂利踏みて帰る 中村草田男〉（1901～1983）これは欲望俳句？欲望をあらわにした夫が獣め

いている。などなどのネンテンさんの解説に参加者は「この記述は少しおかしい！」との声多数。ところが前回の課題本

『折々のうた』著者、大岡信は「草田男第2句集『火の島』（昭和14年）には昭和11年結婚して以後「妻恋い」の句が

多い。いかなる場合にもひたむきだった草田男の面目躍如の性讃歌」と記していた。ネンテンさんの説明も正しかったか。      

次回 6月11日（日）37頁から  中央図書館グループ研修室 14：00～       （運営委員） 

 

ぶっく・ぶく 

みんな知ってる？ 

アメリカの雑誌『タイム』に「岸田

首相は数十年間の平和主義を捨

て、日本を真の軍事力を持った国に

することを望んでいる」と載った。 

日本の外務大臣がタイム誌に抗

議した。そこで「岸田首相はかつて

平和主義だった日本に国際舞台で

より積極的な役割を与えようとして

いる」と変更した。 

外務大臣は何を抗議したのか？

「そんなにハッキリ載せないで！」と   

言ったのかしら？  
   知ったかぶり子 
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日頃から、千葉市の図書館にご支援とご協力を

賜り、誠にありがとうございます。 

令和５年４月から、千葉市中央図書館の館長とし

て着任いたしました佐久間仁央と申します。 

中央図書館には以前勤務した経験がございまし

て、その際には、図書館システム、分館の建設やファ

ミリーブックタイム運動（「家族で本に親しむ時間を

つくろう」と呼びかける運動）の推進などを担当して

おりました。 

一つ目の図書館システムに携わりました際には、

インターネット予約が導入され、予約件数が導入後

は２倍以上になり、ＩＣＴ化による利便性の向上の効

果を目の当たりにしました。 

二つ目の分館の建設については、若葉図書館泉

分館の建設に関して、設計の段階から建設まで担

当いたしました。図書館をつくるのは、当然のことな

がら初めてでしたし、大変戸惑いました。図書館の先

輩職員の方などからのアドバイスをいただきながら、

カウンターや事務室の出入り口などについて、どうす

れば利用しやすくなるのかについて、建築部の担当

者と一つひとつ議論した経験は大きな財産となりま

した。 

三つ目のファミリーブックタイム運動の推進につい

ては、当時我が家自体が子育て真っ最中で、わらべ

うたと絵本の会やおはなし会に参加したり、絵本の

読み聞かせを行ったり、自分事として取り組んだこと

がなつかしく思い出されます。現在でも、４か月児向

けと新入学児童向けのリーフレットを配布しています

が、この初版の作成に当時の児童青少年班の方と

ともに取り組みました。「読書は、子どもが感性を磨

き、表現力や創造力を培い、生きる力を身につける

上で欠くことのできないものであり、いわば“心の栄

養”です。」や「読み聞かせや素話などの“耳からの

読書”は、耳で聞いたおはなしを自分の頭の中でイ

メージし、本の世界に入り込んでいくことができます。

その積み重ねが、“本当の意味での読書”につなが

るのです。」といった内容は、現在のリーフレットにも

引き継がれております。子どもにとっての現物の本と

の出会いがいかに重要であるかを再認識したところ

です。 

中央図書館での勤務は、１３年ぶりとなりますが、

「お帰りなさい。」とおっしゃってくださった職員の方

がいて、涙がでそうでした。これから頑張ろうとモチ

ベーションが上がりました。ただ、久しぶりに館内を

巡ってみると、図書館のカウンターにはコロナとの戦

いのための砦のように仕切りが設置され、雰囲気も

明るさを取り戻しつつあるものの、どことなく閉塞感

の漂いも感じられ、コロナ禍の影響は利用者の方に

とってはもちろんですが、図書館で働く職員にとって

も大きなものがあったと実感しました。このため、まず

は館内でのコミュケーションを密にし、活気のある日

常を取り戻すため、風通しの良い職場づくりを目指

していきたいと考えております。 

一方で、コロナ禍を受けた社会情勢の変化に対

応するため、館内でＷｉ－Ｆｉが利用できる環境を整

備したり、電子書籍サービスの導入などを実現でき

ましたことは、今後の図書館の更なる充実のための

足がかりを得たものと考えております。 

今後は、現物の本との出会いを大切にしつつ、電

子書籍とのバランスを取りながら、今年度導入予定

のオンラインデータベースを活用したレファレンスサ

ービスの一層の向上を図り、本（情報）と市民の方

をつなぐ図書館の役割を十分に果たせるよう努力し

てまいります。併せて、千葉開府９００年 

に向けて、郷土博物館等と 

連携しながら、 

地域資料の 

デジタル化の 

充実にも 

努めてまいります。 

 

       着任のごあいさつ 

      千葉市中央図書館館長     佐久間 仁
よ し

央
ひさ

 

                 



☆ ＹＡ世代の参加を願い、このコーナーを設けています 
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「としょかんふれんず千葉市」に寄稿するのは、12年

ぶり2度目となる。先日実家に帰ったとき、当時の文章

を見つけて「なんて生意気な中学生なんだ」と冷や汗を

かいたのもつかの間、そのわずか1週間後になぜか執

筆の依頼をいただいてしまい、キーボードを叩いている。 
 

私は20代半ばも過ぎた社会人5年目の会社員で、

YAコーナーに寄稿するのはちょっと（かなり）戸惑う年

齢だ。まだ若者にカテゴライズされるとは思うが、体力も

衰え始めているし、既に視野も狭くなり始めている気が

して恐ろしい。本を読むにも音楽を聴くにも、いつもお決

まりの作家やアーティストばかりで、気づいたら学生の

頃から変わっていないような…。新しい本を買ってみて

も読み終えることなく数年が過ぎ、積ん読が増えていく

今日この頃。小学生の頃は、歩きスマホならぬ歩き読書

をするほど読書に没頭していたというのに、これで「趣

味：読書」などと履歴書に書いてよいのだろうか── 

こんな私のように悩める大人たちに試してもらいたい

のが、身近な若者におすすめの本を教えてもらうこと。

図書館のYAコーナーへ足を運ぶのもよいかもしれない。

私には読書家の妹が2人おり、彼女たちに最近読んだ

本を尋ねたり、蔵書を借りたりしている。親しい人の好き

なものなら興味も湧くし、自分からおすすめを尋ねてお

いて感想の一つも言わないわけにはいかないので、読

み切ることができる。以下に、妹たちのおかげで出会っ

た本を紹介したい。 
 

まずはじめに、妹が大ファンの『図書館戦争』シリー

ズ。今では私の大好きな作品の一つでもあるし、他の有

川作品も読むようになった。最近、本作のファンと親しく

なったのをきっかけに、妹に借りて読み返したのだが、

勤め人となった今読むとびっくり。初めて読んだときは

「本を読む自由」を巡る壮大な物語（とラブコメ）だと思

っていたが、純粋に「働く人」を描いた作品だったとは。

現在大学生の妹が働くようになったら、ぜひもう一度読

んでもらって、感想を聞いてみたい。 

他に彼女から教えてもらったのは『博士の愛した数

式』、これまた心温まる素敵なお話だ。これほどのベスト

セラーをよく今まで読まずにいたものだなと思うが、おそ

らく、数学が苦手な私はタイトルで遠慮してしまったのだ

ろう。これは自分で買って読んだが、一年ほど前に数学

者の知人へ譲った。数学がわからなくても十分に楽しめ

たが、わかる人ならもっと面白いだろうと思ったのだ。彼

にとってもよい出会いとなっていれば嬉しい。 
 

高校生の妹から教えてもらったのは、米澤穂信さん

の『氷菓』と『キノの旅』。何の因果か、『キノの旅』の作

者・時雨沢恵一さんは、12年前にここで私が紹介した

『アリソン』の作者でもある（私が10代の頃から有名な

作品だったのに、なぜ今まで気づかなかったのかは謎）。

旅を続ける主人公は、行く先々でルールも常識も異なる

世界と直面する。登場するのは架空の国だが、「我々の

当たり前は、他所でもそうなのか？」「多様性ってなんだ

ろう」そんなことを考えさせてくれるお話だ。 

そして、古典部シリーズと呼ばれる推理小説の第1作

『氷菓』。高校生活で遭遇したちょっとした謎を解いてく

れるのは、古典部に所属する主人公。「やらなくてもい

いことなら、やらない」をモットーにする彼の謎解きは、

「まあ、仕方ないから考えてみた」といった様相で、ホー

ムズやどこかの特命係とは大違い。省エネな探偵役も

なかなか面白いし、血生臭い事件は起こらないのに結

末は衝撃的、そして何より、多感な高校生たちの心情が

巧みに描かれた作品だ。実はまだ完結しておらず、今や

私も、首を長くして新作を待ち望んでいるファンの一人

である。 
 

こんな素敵な作品たちも、薦められなければ読むこと

がなかったかもしれない。おすすめの本を身近な人に尋

ねてみたり、忘れられないお気に入りの本を紹介したり、

また、親子で本を薦めあったり、 

友人と蔵書を交換するのも楽しい 

と思う。「本」を通じた 

世代間交流で、素敵な作品に 

出会うことを願って。 

 

〈書誌情報〉 

『図書館戦争』シリーズ 有川 浩/著(KADOKAWA)  

『博士の愛した数式』 小川 洋子/著（新潮社） 

『氷菓』 米澤 穂信/著(KADOKAWA) 
『キノの旅』 時雨沢 恵一/著(KADOKAWA) 

世代間交流のススメ  

花見川区 ○○ ○○（20代 会社員） 

                                                

 



 

 

73－11 

 

  30代の頃、新聞小説で平凡な会社員のヒロインが勤

務帰りに図書館で目の不自由な方のために録音サー

ビスをするという一文を読み、音訳ボランティアに関心

を持ち始めました。当時小仲台にあった日本点字図書

館（現在の視覚障害者総合支援センターちば・四街道）

に問い合わせると一年間の養成講座受講がボランティ

ア活動の条件とのこと。職に就いている身では無理と諦

めました。そして定年退職後の平成１８年、勇躍して受講

し様々な技術を学びました。平成２０年からは千葉市図

書館音訳協力者になり、対面音訳や単行本の録音に頑

張りました。 

音訳ボランティアとは、聞き手（視覚に障害のある方）

に希望の印刷物情報を、目の代わりになって届ける仕

事です。正確に漏れなく伝えるために十分な下調べを

します。漢字のヨミは勿論、人名や地名等の固有名詞

のヨミも事典やネット検索で確認します。著作物によっ

ては図表、写真、イラスト、地図などがありますので、内

容がきちんと伝わるよう読み上げ文や説明文を作って

おきます。そして録音作業に入ります。単行本の録音は、

表紙から奥付まで全ての情報をマニュアルに従い読

み上げます。文意が正しく伝わるように気をつけなが

ら、一字一句間違えないように読みます。途中で声が

変わらないよう体調の維持に留意します。終わると校

正を受け、訂正録音をして作業終了です。集中力と忍

耐力を要しますが深い充実感を得られます。残念なが

ら寄る年波に勝てず昨年度で協力者を終わりにしまし

た。デジタル技術の進歩は音訳の世界を変えていくで

しょう。けれども、聞き手に「目の代わりになって情報を

届ける」大切さは無くなりません。多くの方が音訳ボラ

ンティアに関心を持って頂ければ幸いです。 

 次に朗読についてです。音訳の勉強と同じ頃に東京

YWCAの「朗読を楽しむ講座」を受講したのが初体験

でした。その後YWCAの組織改編で講座は終了、その

時の講師の紹介で自主活動の朗読勉強会（さつき会・

文京区）に入会し現在に至っています。音訳と朗読の

二足の草鞋を履きました。 

 

昨今では本は黙読するのが一般的で音読はまれで

すが、声を出して読むことをすすめる本が出版されブ

ームとなりました。『声に出して読みたい日本語』斎藤

孝/著（草思社）です。日本の誇る名文を暗誦や朗誦す

ることで日本語を深く味わいましょうと述べています。

確かに、楽しくかつ自身の教養も高めてくれますね。対

して、朗読の魅力は何でしょうか。 

朗読とは何よりも聞かせる行為だということです。読

み手が、選んだ作品から感じた思いや感動を（すなわ

ち作品の魅力を）読むことで聞き手に伝える、それが

朗読です。どう読んだら魅力が伝わるのか。声色、アク

セント、抑揚、間の取り方など読む技術を駆使して作品

の魅力を表現するのです。そこに読むことの楽しさ、面

白さがあります。では聞き手はどうでしょう。聞くとは、

読み手の肉声や息づかいを感じながらその思いを受

け取り、読み手と一緒になってその作品を味わうことで

す。幼い子供たちが読み聞かせに目を輝かせる、あの

感動と同じです。 

現在はCDやネット等で朗読を聞く方法は沢山あり

ますが、機会があったら是非朗読会にお出かけくださ

い。様々な声質や読み方による表現を楽しみ、 

知らない作品と出会い、 

そして何よりも生の緊張感を 

味わってください。 

きっと素晴らしい 

ひと時となることでしょう。 

 

音訳  と  朗読  
                      

花見川区  ○○ ○○                                          
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千葉市図書館の感染予防対策について 

 令和５（2023）年５月８日（月）から、新型コロナ

ウィルス感染症の感染法上の位置付けが５類に変

更されたことに伴い、予防対策が終了となりました

（換気、アルコール消毒液の設置等の基本的な感

染症対策を除く）。 

  マスクの着用については個人の判断に委ねられ

ていて「マスクを着ける方も着けない方も、それぞれ

がマスクの脱着を強いることがないようお互いに配

慮をお願いします」と図書館 

ホームページでお知らせが 

ありました。 

 

 

 

 

 
 
 
      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

✱ 会費納入のお願い 

    新年度になりました。会費（一般 1,500円）納入がお済みでない会員の方は払込用紙にて、 

またはお近くの運営委員にお渡しください。 
 
✱ 電話番号などを変更された方へ 

  電話番号や住所を変更された方は、本ページ右下にある連絡先までご連絡ください。 

 

  

   
としょかんふれんず千葉市  

代 表

【連絡先】 事務局  

 〒 千葉市 

TEL・FAX ０４３（○○）○○○○ 

 メール   furenzu2021☆gmail.com 

     ホームページ URL    

https://furenzu2021.wixsite.com/

toshokanfriends 

年会費  一般 円 学生 500円 

郵便振替 

発 行 者  

落丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 

知らせ 

 

丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 
４月 ６日(木) 運営委員会 
４月 ６日(木) 古本市用の本運び込み(3回目) 
４月 ８日(土) ２０２３年度総会 
４月 ８日(土) 朗読をたのしむ      
4月 ９日(日) 第64回読書会 
                   「俳句の本を読む」 
4月１８日(火) 古本市用の本運び込み(4回目) 
4月22日(土) 第15回チャリティ古本市  
5月 ８日(月) 編集会議  
5月１1日(木) 運営委員会 
5月１8日(木) 会報73号発行 

う ご き 
 

    寄贈した本が美浜図書館に！ 

「としょかんふれんず千葉市」は第１４回古本市

（２０２２年４月）でお預かりした募金で本を購入し、

図書館に寄贈しました（会報７２号６ページ参照）。

そのうち、外国にルーツをもつ人たちに役立つ本26

冊が、美浜図書館入口に展示されました。千葉市図

書館ホームページでもお知らせがあり、貸出もでき

るように置かれていることは嬉しいことです。 

美浜図書館によると、中国や韓国の方々の利用

が多い図書館なので活用されるだろうとのこと。貸

出状況（２０２３年５月１４日現在）を見ると、寄贈し

た２６冊中17冊が貸出となっており、利用されてい

てよかったと思いました。 

当会代表の巻頭言にありますように（７３号１ペー

ジ）、私たちはこれらの本が夜間中学で学ぶ人たち

にも役立ってほしいと願い、公立夜間中学、自主夜

間中学がある美浜区の図書館への所蔵を希望しま

した。夜開校する中学と日中開館している図書館と

が協力や工夫をして、本が活用されることを望みま

す。                         （運営委員） 

 

千葉市図書館ホームページより 

mailto:furenzu2021@gmail.com

